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概要 

Abstract 

Sanitation / サニテーション」とは、一般的には「人間のし尿を安全

に処理する技術、設備」のことを意味します。しかし私たちは、単なる

技術やトイレ施設だけではなく「人間や地域社会の中における価値と

その連鎖」として考えています。 

MDGs（ミレニアム開発目標）が終わった 2015 年には、世界人口の

約 1/3（23 億人）が基本的なトイレを持っていませんでした。さらに 7-9

億人が野外排泄、すなわち道路や茂み、川などで用を足しているとい

った状況でした。SDGs （持続可能な開発目標、～2030 年）の折り返

し点である現在（2023 年）においても状況はほとんど改善されていま

せん。 

アフリカ、東南アジアの都市スラム、日本の山村において、子ども、

地域社会、研究者が一緒にサニテーションのしくみを創っていく取り組

みについて紹介します。 
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